
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】多層配線の狭ピッチ化に対応可能な半導体装置

およびその製造方法を得る。

【解決手段】半導体基板上に複数の第１配線層を形成す

る工程と、第１配線層を覆うように第１層間絶縁膜層９

を形成する工程と、第１層間絶縁膜層に、表面からその

厚み方向に貫いて第１配線層に接続する複数の第１プラ

グ１４を形成する工程と、第１層間絶縁層上であって、

第１プラグのうち一部の第１プラグの直上部に第２配線

層４０を形成する工程と、第１層間絶縁膜層上に第２配

線層を覆うように第２層間絶縁膜層１９を形成する工程

と、第２層間絶縁膜層に、表面からその厚み方向に貫い

て第２配線層に接続する第２プラグ２４’と、表面から

その厚み方向に貫いて第１プラグに直接接続する第３プ

ラグ２４と、を同時に形成する工程と、第２層間絶縁膜

層上であって、第２プラグおよび第３プラグの直上部に

第３配線層５０を形成する工程と、を含む。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 多 層 に わ た っ て 形 成 さ れ た 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 同 士 、 ま た は 前 記 半 導 体 基 板 と 該 半 導 体 基 板 に そ の
厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 と が 、 プ ラ グ に よ り 直 接 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と
　 を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 隣 り 合 わ な い 配 線 層 の 間 に 形 成 さ れ た 配 線 層 上 に 、 該 配 線 層 を 覆 う 層 間 絶 縁 膜 層 よ
り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 が 高 い 層 を 有 し 、 前 記 配 線 層 と 該 配 線 層 の 上 層 の 配 線 層 と が 前 記 層
間 絶 縁 膜 層 お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 層 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 が 高 い 層 を そ の 厚 み 方 向 に 貫
く プ ラ グ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 層 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 が 高 い 層 が 、 前 記 配 線 層 よ り も エ ッ チ ン グ 選
択 比 が 高 い こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 複 数 の 第 １ 配 線 層 を 形 成 す る 第 １ 配 線 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 層 を 覆 う よ う に 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 を 形 成 す る 第 １ 層 間 絶 縁 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 に 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 第 １ 配 線 層 に 接 続 す る 複
数 の 第 １ プ ラ グ を 形 成 す る 第 １ プ ラ グ 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 層 上 で あ っ て 、 前 記 第 １ プ ラ グ の う ち 一 部 の 第 １ プ ラ グ の 直 上 部 に 第
２ 配 線 層 を 形 成 す る 第 ２ 配 線 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 上 に 前 記 第 ２ 配 線 層 を 覆 う よ う に 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 を 形 成 す る 第
２ 層 間 絶 縁 膜 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 に 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 第 ２ 配 線 層 に 接 続 す る 第
２ プ ラ グ と 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 第 １ プ ラ グ に 直 接 接 続 す る 第 ３ プ ラ グ と
、 を 同 時 に 形 成 す る 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 上 で あ っ て 、 前 記 第 ２ プ ラ グ お よ び 第 ３ プ ラ グ の 直 上 部 に 第 ３ 配
線 層 を 形 成 す る 第 ３ 配 線 形 成 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 配 線 層 形 成 工 程 が 、
　 前 記 第 ２ 配 線 層 上 に 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を 形 成 す る
工 程 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 お よ び 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ
り 前 記 第 ３ の プ ラ グ を 前 記 第 ２ の プ ラ グ と 同 時 に 形 成 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 配 線 層 形 成 工 程 が 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 層 上 に 第 ２ 配 線 層 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 配 線 層 膜 上 に 、 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 と 前 記 第 ２ 配 線 層 膜 と よ り も エ ッ チ ン グ
選 択 比 の 高 い 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 膜 を エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ し て 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁
膜 層 お よ び 前 記 第 ２ 配 線 層 膜 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 配 線 層 膜 を エ ッ チ ン
グ す る こ と に よ り 前 記 第 ２ 配 線 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 に お い て 、
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　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 お よ び 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ
り 前 記 第 ３ の プ ラ グ を 前 記 第 ２ の プ ラ グ と 同 時 に 形 成 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 不 純 物 拡 散 層 を 含 む 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 半 導 体 素 子 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 素 子 を 覆 う よ う に 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 を 形 成 す る 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 形 成 工 程 と
、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 に 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 不 純 物 拡 散 層 に 接 続 す る
複 数 の 第 １ プ ラ グ を 形 成 す る 第 １ プ ラ グ 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 層 上 で あ っ て 、 前 記 第 １ プ ラ グ の う ち 一 部 の 第 １ プ ラ グ の 直 上 部 に 第
１ 配 線 層 を 形 成 す る 第 １ 配 線 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 膜 層 上 に 前 記 第 １ 配 線 層 を 覆 う よ う に 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 を 形 成 す る 第
２ 層 間 絶 縁 膜 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 に 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 第 １ 配 線 層 に 接 続 す る 第
２ プ ラ グ と 、 表 面 か ら そ の 厚 み 方 向 に 貫 い て 前 記 第 １ プ ラ グ に 直 接 接 続 す る 第 ３ プ ラ グ と
、 を 同 時 に 形 成 す る 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 上 で あ っ て 、 前 記 第 ２ プ ラ グ お よ び 第 ３ プ ラ グ の 直 上 部 に 第 ２ 配
線 層 を 形 成 す る 第 ２ 配 線 層 形 成 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 配 線 層 形 成 工 程 が 、
　 前 記 第 １ 配 線 層 上 に 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を 形 成 す る
工 程 を さ ら に 含 み 、
　 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 お よ び 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ
り 前 記 第 ３ の プ ラ グ を 前 記 第 ２ の プ ラ グ と 同 時 に 形 成 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 配 線 層 形 成 工 程 が 、
　 前 記 第 １ 層 間 絶 縁 層 上 に 第 １ 配 線 層 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 層 膜 上 に 、 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 と 前 記 第 １ 配 線 層 膜 と よ り も エ ッ チ ン グ
選 択 比 の 高 い 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 膜 を エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ し て 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁
膜 層 お よ び 前 記 第 １ 配 線 層 膜 よ り も エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 配 線 層 膜 を エ ッ チ ン
グ す る こ と に よ り 前 記 第 ２ 配 線 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ プ ラ グ 形 成 工 程 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 層 お よ び 前 記 エ ッ チ ン グ 選 択 比 の 高 い 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ
り 前 記 第 ３ の プ ラ グ を 前 記 第 ２ の プ ラ グ と 同 時 に 形 成 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 層 配 線 を 有 し て 成 る 半 導 体 装 置 及 び 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で
あ り 、 特 に 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に 対 応 可 能 な 半 導 体 装 置 お よ び 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-49759 A 2006.2.16



　 近 年 、 半 導 体 集 積 回 路 の 小 型 化 、 高 性 能 化 に 伴 っ て 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 が 進 ん で い る
。 そ し て 、 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 を 進 め る た め に 多 層 配 線 が 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ の よ
う な 多 層 配 線 を 用 い た 半 導 体 装 置 と し て 多 く の 技 術 が 研 究 さ れ て い る が 、 た と え ば 、 基 板
と 、 少 な く と も １ 層 の メ タ ル 配 線 と 、 セ ラ ミ ッ ク 薄 膜 容 量 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ っ て 前
記 セ ラ ミ ッ ク 薄 膜 容 量 は 、 下 部 電 極 、 セ ラ ミ ッ ク 薄 膜 、 上 部 電 極 が こ の 順 に 積 層 さ れ て な
り 、 前 記 下 部 電 極 、 セ ラ ミ ッ ク 薄 膜 、 上 部 電 極 が メ タ ル 配 線 よ り も 上 部 に 形 成 さ れ て な る
、 容 易 に 多 層 メ タ ル 配 線 を 形 成 可 能 な 半 導 体 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ７ ５ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 が 進 む に つ れ て 、 メ タ ル 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化
が 必 須 と な る 。 従 来 の 半 導 体 装 置 に お い て は 、 た と え ば ３ 層 の メ タ ル 配 線 を 有 し て 成 る 半
導 体 装 置 の 場 合 、 す な わ ち 半 導 体 基 板 と 、 該 半 導 体 基 板 側 の 第 １ 層 目 の メ タ ル 配 線 と 、 そ
の 直 上 の 第 ２ 層 目 の メ タ ル 配 線 、 さ ら に そ の 直 上 の 第 ３ 層 目 の メ タ ル 配 線 と 、 を 備 え て 構
成 さ れ る 場 合 、 ま ず 、 半 導 体 基 板 ま た は 第 １ 層 メ タ ル 配 線 と 、 第 ２ 層 メ タ ル 配 線 と を プ ラ
グ で つ な ぎ 、 さ ら に 第 ２ 層 メ タ ル 配 線 と 第 ３ 層 メ タ ル 配 線 と を プ ラ グ で つ な が な く て は な
ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 メ タ ル 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 む と 、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト が 第 ２ 層 メ
タ ル 配 線 の 最 小 デ ザ イ ン ル ー ル で 律 速 さ れ て し ま う こ と が あ る 。 第 ２ 層 メ タ ル 配 線 の デ ザ
イ ン ル ー ル を よ り 微 細 の パ タ ー ン に 対 応 で き る よ う に す る た め に は 、 高 価 な 製 造 装 置 や プ
ロ セ ス を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た こ れ ら を 使
用 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 レ イ ア ウ ト 面 積 が 拡 大 し 、 半 導 体 チ ッ プ の チ ッ プ サ イ ズ
が 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 特 許 文 献 １ に か か る 従 来 の 技 術 で は メ タ ル 配 線 の 狭 ピ ッ
チ 化 に つ い て は 検 討 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に 対 応 可 能 な 半
導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体
基 板 上 に 多 層 に わ た っ て 形 成 さ れ た 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 そ の 厚 み 方 向 に
隣 り 合 わ な い 配 線 層 同 士 、 ま た は 半 導 体 基 板 と 該 半 導 体 基 板 に そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な
い 配 線 層 と が 、 プ ラ グ に よ り 直 接 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 同 士 、 ま た は 半 導 体 基 板 と 該 半
導 体 基 板 に そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 と が 、 他 の 配 線 層 を 介 さ ず に 直 接 電 気 的 に
接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 配 線 層 の レ イ ア ウ ト に 因 ら ず そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い
配 線 層 同 士 、 ま た は 半 導 体 基 板 と 該 半 導 体 基 板 に そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 と が
接 続 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も 、 配 線 層 の デ ザ イ ン
ル ー ル に よ ら ず 確 実 に そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 同 士 、 ま た は 半 導 体 基 板 と 該 半
導 体 基 板 に そ の 厚 み 方 向 に 隣 り 合 わ な い 配 線 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
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す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 配 線 層 全 体 の レ イ ア ウ ト が 特 定 の 配 線 層 の デ ザ イ ン
ル ー ル に よ り 律 速 さ れ る こ と が 無 く 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も 、 配
線 層 全 体 の レ イ ア ウ ト を よ り 微 細 な パ タ ー ン に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 配 線 レ イ ア ウ ト の
縮 小 が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に 対 応 可 能 な
半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に か か る 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て
詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 の 記 述 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま ず 、 半
導 体 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 半 導 体 基 板 で あ る シ リ コ ン 基 板 １ 上 に は 、 ゲ ー ト 構 造
３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ゲ ー ト 構 造 ３ ０ 上 に は 層 間 絶 縁 膜 ９ を 挟 ん で 第 １ メ タ
ル 配 線 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ は 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） 等 か ら
成 る バ リ ア メ タ ル 膜 １ ５ 、 １ ７ と 、 ア ル ミ 銅 （ Ａ ｌ Ｃ ｕ ） な ど か ら 成 る 導 電 膜 １ ６ と 、 が
積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 、 す な わ ち バ リ ア メ タ ル 膜 １ ７ 上 に は 、 該 第 １ メ タ ル 配 線
４ ０ の 周 囲 に 形 成 さ れ て い る 層 間 絶 縁 膜 １ ９ よ り も 高 い エ ッ チ ン グ 選 択 比 を 有 す る 酸 化 膜
１ ０ ０ が 積 層 さ れ て い る 。 こ の 酸 化 膜 １ ０ ０ は 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） と 酸 素 （ Ｏ ） と の 含 有
比 が シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） が １ に 対 し て 酸 素 （ Ｏ ） が ２ 未 満 と さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 第 １
メ タ ル 配 線 ４ ０ と ゲ ー ト 構 造 ３ ０ の ソ ー ス ／ ド レ イ ン と し て 機 能 す る 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と
が コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の 上 面 お よ び 周 囲 は 層 間 絶 縁 膜 １ ９ に よ り 覆 わ れ て お り 、 該 層 間 絶
縁 膜 １ ９ 上 に 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ は 、 窒 化 チ
タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） 等 か ら 成 る バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ５ 、 ２ ７ と 、 ア ル ミ 銅 （ Ａ ｌ Ｃ ｕ ） な ど か ら
成 る 導 電 膜 ２ ６ と 、 が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 第
１ メ タ ル 配 線 ４ ０ と が ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ ′ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ を 介 し て 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と が ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４
、 バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ を 介 し て 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と は 、 第 １ メ
タ ル 配 線 ４ ０ を 介 さ ず に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 に お い て は 、 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と 第
２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と の 接 続 に お い て 、 ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ と コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ と が 、 第
１ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 介 す こ と な く 直 接 つ な が れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 に お い
て は 、 ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ と コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ と が 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 介 す こ と な
く 直 接 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ と コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ と が 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 介
す こ と な く 直 接 つ な が れ る こ と に よ り 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に 起 因 し て
第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と が 接 続 で き な い と い う 状 況 が 発 生 せ ず 、 第 １ メ
タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に よ ら ず 確 実 に 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と
を 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も 、
第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に よ ら ず 確 実 に 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領
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域 ８ と を 確 実 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 メ タ
ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト が 第 １ 層 メ タ ル 配 線 の 最 小 デ ザ イ ン ル ー ル に よ り 律 速 さ れ る こ と
が 無 く 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も 、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト を
よ り 微 細 な パ タ ー ン に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 配 線 レ イ ア ウ ト の 縮 小 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 に 対 応
可 能 な 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と を 接 続 す る
た め に 、 高 価 な 製 造 装 置 や プ ロ セ ス を 使 用 す る 必 要 が 無 く 、 複 雑 な レ イ ア ウ ト 設 計 も 必 要
な い 。 こ の た め 、 製 造 コ ス ト の 増 加 を 伴 う こ と な く 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る 。 そ し て
、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も 、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト を よ り 微
細 な パ タ ー ン に 対 応 さ せ る こ と が 可 能 で あ る た め 、 レ イ ア ウ ト 面 積 を 拡 大 さ せ る こ と な く
、 小 型 化 さ れ た 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 つ ぎ に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て
図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 公 知 の 技 術 に よ り シ リ コ ン 基 板 １ に 素 子
分 離 酸 化 膜 ２ 、 お よ び ゲ ー ト 構 造 ３ ０ を 形 成 す る 。 す な わ ち 、 ゲ ー ト 酸 化 膜 ３ を 介 し て シ
リ コ ン 基 板 １ 上 に ポ リ シ リ コ ン か ら 成 る ゲ ー ト 電 極 ４ 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ
） か ら 成 る ゲ ー ト 電 極 ５ 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 （ Ｓ ｉ Ｎ ） か ら 成 る ハ ー ド マ ス ク ６ を 形 成 し 、
ま た シ リ コ ン 基 板 １ 中 に 不 純 物 拡 散 領 域 ８ を 形 成 す る 。 ま た 、 ゲ ー ト 電 極 ４ 、 ５ お よ び ハ
ー ド マ ス ク ６ の 側 壁 に 窒 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｎ ） か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 つ ぎ に 、 図 ３ に 示 す よ う に プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ （ Chemical Vapor Deposition） 法 な ど に よ
り 、 ゲ ー ト 構 造 ３ ０ を 覆 う よ う に シ リ コ ン 基 板 １ 上 に シ リ コ ン 酸 化 膜 な ど か ら 成 る 層 間 絶
縁 膜 ９ を 形 成 し 、 さ ら に 該 層 間 絶 縁 膜 ９ 上 に 写 真 製 版 に よ り フ ォ ト レ ジ ス ト １ ０ を 形 成 す
る 。 こ こ で 、 該 フ ォ ト レ ジ ス ト １ ０ は 、 次 工 程 に お け る コ ン タ ク ト ホ ー ル の 形 成 領 域 に 対
応 す る 部 分 に 開 口 部 を 有 す る パ タ ー ン に て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ぎ に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト １ ０ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 層 間 絶 縁 膜 ９ を ド ラ イ エ ッ チ ン
グ し て 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル の 形 成 領 域 の 層 間 絶 縁 膜 ９ を 除 去 す る 。 そ し て 、 ド ラ イ エ ッ チ
ン グ 後 、 フ ォ ト レ ジ ス ト １ ０ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に コ ン タ ク ト ホ ー
ル １ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ぎ に 、 図 ５ に 示 す よ う に 層 間 絶 縁 膜 ９ の 上 面 お よ び コ ン タ ク ト ホ ー ル １ １ の 内 壁 、 す
な わ ち 内 側 面 お よ び 底 面 に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ を 形
成 す る 。 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ の 上 面 お よ び コ ン タ ク ト ホ ー ル １
１ の 内 壁 に 、 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） な ど の 導 電 膜 １ ３ を 成 膜 す る 。 こ の 導 電 膜 １ ３ は 、 コ ン
タ ク ト ホ ー ル １ １ が 確 実 に 埋 ま る よ う に コ ン タ ク ト ホ ー ル １ １ の 上 径 の 半 分 以 上 の 膜 厚 で
成 膜 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 つ ぎ に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｐ （ Chemical Mechanical Polishing） ま た は エ ッ チ
バ ッ ク に よ り コ ン タ ク ト ホ ー ル １ １ 内 の 導 電 膜 １ ３ を 残 し た 状 態 で 層 間 絶 縁 膜 ９ の 上 面 に
成 膜 さ れ た 導 電 膜 １ ３ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ を 除 去 し て コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ を 形 成
す る 。 つ い で 、 図 ８ に 示 す よ う に 層 間 絶 縁 膜 ９ 、 バ リ ア メ タ ル 膜 １ ２ お よ び コ ン タ ク ト プ
ラ グ １ ４ の 上 面 に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ リ ア メ タ ル 膜 １ ５ を 形 成 し 、 該
バ リ ア メ タ ル 膜 １ ５ 上 に ア ル ミ 銅 （ Ａ ｌ Ｃ ｕ ） な ど の 導 電 膜 １ ６ を 形 成 し 、 さ ら に そ の 上
に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ リ ア メ タ ル 膜 １ ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 図 ９ に 示 す よ う に バ リ ア メ タ ル 膜 １ ７ 上 に 酸 化 膜 １ ０ ０ を 形 成 す る 。 こ こ で 、
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酸 化 膜 １ ０ ０ は 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） と 酸 素 （ Ｏ ） と の 含 有 比 が シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） が １ に 対
し て 酸 素 （ Ｏ ） が ２ 未 満 で あ り 、 後 述 す る 層 間 絶 縁 膜 １ ９ よ り も シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） の 含 有
率 が 高 く ド ラ イ エ ッ チ ン グ に お い て 該 層 間 絶 縁 膜 １ ９ よ り も 高 い 選 択 比 を 有 す る 膜 で あ る
。 ま た 、 こ の 酸 化 膜 １ ０ ０ は 、 バ リ ア メ タ ル 膜 １ ７ 、 導 電 膜 １ ６ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 １
５ よ り も 高 い 選 択 比 を 有 す る 膜 で あ る 。 こ の よ う な 酸 化 膜 １ ０ ０ と し て は 、 た と え ば シ ラ
ン と 酸 素 （ Ｏ 2 ） と の 混 合 ガ ス か ら プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 で 作 ら れ る 酸 化 膜 な ど を 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 写 真 製 版 に よ り 酸 化 膜 １ ０ ０ 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト １ ８ を 形
成 す る 。 こ こ で 、 該 フ ォ ト レ ジ ス ト １ ８ は 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の 形 成 領 域 に 対 応 す る 部
分 を 覆 い 、 そ れ 以 外 の 部 分 に 開 口 部 を 有 す る パ タ ー ン に て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ １ に 示 す よ う に フ ォ ト レ ジ ス ト １ ８ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 酸 化 膜 １ ０
０ を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の 形 成 領 域 以 外 の 酸 化 膜 １ ０ ０ を 除 去 す
る 。 そ し て 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 後 、 フ ォ ト レ ジ ス ト １ ８ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ２
に 示 す よ う に 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の 形 成 領 域 に の み 酸 化 膜 １ ０ ０ が 残 さ れ た パ タ ー ニ ン グ
が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ３ に 示 す よ う に パ タ ー ニ ン グ さ れ た 酸 化 膜 １ ０ ０ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し
て バ リ ア メ タ ル 膜 １ ７ 、 導 電 膜 １ ６ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 １ ５ を ド ラ イ エ ッ チ ン グ す る 。
こ れ に よ り 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 図 １ ４ に 示
す よ う に 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 覆 う よ う に 酸 化 膜 な ど か ら 成 る 層 間 絶 縁 膜 １ ９ を 形 成 し
、 さ ら に 該 層 間 絶 縁 膜 １ ９ 上 に 写 真 製 版 に よ り フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ を 形 成 す る 。 こ こ で 、
該 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ に 到 達 す る ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び 第 １
メ タ ル 配 線 ４ ０ に 到 達 す る ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ の 形 成 領 域 に 対 応 す る 部 分 に 開 口 部 を 有 す
る パ タ ー ン に て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ５ に 示 す よ う に フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 層 間 絶 縁 膜
１ ９ を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ の 形 成 領 域 の
層 間 絶 縁 膜 １ ９ を 除 去 し ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る 。 こ こ で 、 従 来 の 製 造 方 法 で は 、 コ ン タ
ク ト プ ラ グ １ ４ 上 と 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 と で は 、 形 成 さ れ る ヴ ィ ア ホ ー ル の 深 さ が 異 な
る た め 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ 上 と 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 と に 、 同 時 に ヴ ィ ア ホ ー ル を 形
成 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 に 酸 化 膜 １ ０ ０ を 形 成 し て い る 。 こ
こ で 酸 化 膜 １ ０ ０ は 、 層 間 絶 縁 膜 １ ９ よ り も シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） の 含 有 率 を 高 く し て 、 ヴ ィ
ア ホ ー ル を 形 成 す る 際 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 工 程 に お け る 選 択 比 を 層 間 絶 縁 膜 １ ９ よ り も 高
く し て い る 。 こ れ に よ り 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 層 間 絶 縁 膜 １ ９
を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し て ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る 際 に 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 で は エ ッ チ
ン グ レ ー ト が 下 が る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 層 間 絶 縁 膜 １ ９ を エ ッ チ ン グ し て ヴ ィ ア ホ ー
ル を 形 成 す る 際 に 、 形 成 す る ヴ ィ ア ホ ー ル の 深 さ の 差 を 吸 収 し て 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４
上 と 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ 上 と に お い て 同 時 に 深 さ の 異 な る ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 後 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ０ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ６ に
示 す よ う に コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ に 到 達 す る ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０
に 到 達 す る ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ を 同 時 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 層 間 絶 縁 膜 １ ９ の 上 面 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び ヴ ィ ア ホ
ー ル ２ １ ′ の 内 壁 、 す な わ ち 内 側 面 お よ び 底 面 に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ
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リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 図 １ ８ に 示 す よ う に バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ の 上 面 、
ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ の 内 壁 に 、 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） な ど の 導 電 膜
２ ３ を 成 膜 す る 。 こ の 導 電 膜 ２ ３ は 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ が 確 実
に 埋 ま る よ う に 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ お よ び ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ の 上 径 の 半 分 以 上 の 膜 厚 で
成 膜 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｐ ま た は エ ッ チ バ ッ ク に よ り ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ 内 お
よ び ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ′ 内 の 導 電 膜 ２ ３ を 残 し た 状 態 で 層 間 絶 縁 膜 １ ９ の 上 面 に 成 膜 さ れ
た 導 電 膜 ２ ３ お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ を
介 し て コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ に 接 続 す る ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ 、 お よ び バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ２ を
介 し て 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ に 接 続 す る ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ ′ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ぎ に 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 層 間 絶 縁 膜 １ ９ 、 バ リ ア メ タ ル ２ ２ 、 ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ お
よ び ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ ′ の 上 面 に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ リ ア メ タ ル 膜 ２
５ を 形 成 し 、 該 バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ５ 上 に ア ル ミ 銅 （ Ａ ｌ Ｃ ｕ ） な ど の 導 電 膜 ２ ６ を 形 成 し
、 さ ら に そ の 上 に 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） な ど を 成 膜 し て バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ い で 、 図 ２ １ に 示 す よ う に バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ７ 上 に 写 真 製 版 に よ り フ ォ ト レ ジ ス ト ２
８ を 形 成 す る 。 こ こ で 、 該 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ８ は 、 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ の 形 成 領 域 に 対 応
す る 部 分 を 覆 い 、 そ れ 以 外 の 部 分 に 開 口 部 を 有 す る パ タ ー ン に て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 つ ぎ に 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ８ を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て ド ラ イ エ ッ
チ ン グ し て 、 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ の 形 成 領 域 以 外 の バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ７ 、 導 電 膜 ２ ６ お よ
び バ リ ア メ タ ル 膜 ２ ５ を 除 去 す る 。 そ し て 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 後 、 フ ォ ト レ ジ ス ト ２ ８ を
除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 図 １ に 示 す よ う な 半 導 体 装 置 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て は 、 ゲ ー ト 構 造
３ ０ の 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と を 接 続 す る 場 合 に 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０
と 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と を つ な ぐ ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ ′ と 同 時 に 形 成 し た ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４
と 、 不 純 物 拡 散 領 域 ８ に 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ４ と 、 を 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 介 す
こ と な く 直 接 つ な ぐ こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 ヴ ィ ア プ ラ グ ２ ４ と コ ン タ ク ト プ ラ グ
１ ４ と を 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ を 介 す こ と な く 直 接 電 気 的 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と を 容 易 に 且 つ 確 実 に 接 続 す る こ と
が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に 起 因 し て 第 ２ メ タ ル 配 線 ５
０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と が 接 続 で き な い と い う 状 況 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 第 １ メ
タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に よ ら ず 確 実 に 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と
を 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に
お い て も 、 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ の デ ザ イ ン ル ー ル に よ ら ず 確 実 に 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不
純 物 拡 散 領 域 ８ と を 容 易 に 且 つ 確 実 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト が 第 １ 層 メ タ ル 配 線 の 最 小 デ ザ
イ ン ル ー ル に よ り 律 速 さ れ る こ と が 無 く 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い て も
、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト を よ り 微 細 な パ タ ー ン に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 配 線 レ イ
ア ウ ト の 縮 小 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ
チ 化 に 対 応 可 能 な 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 高 価 な 製 造 装 置 や プ ロ セ ス を 使 用 す る 必 要
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が 無 く 、 複 雑 な レ イ ア ウ ト 設 計 も 必 要 な い た め 、 製 造 コ ス ト の 増 加 を 伴 う こ と な く 安 価 に
半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 多 層 配 線 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん だ 場 合 に お い
て も 、 メ タ ル 配 線 全 体 の レ イ ア ウ ト を よ り 微 細 な パ タ ー ン に 対 応 さ せ る こ と が 可 能 で あ る
た め 、 レ イ ア ウ ト 面 積 を 拡 大 さ せ る こ と な く 、 小 型 化 さ れ た 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 上 記 に お い て は 、 多 層 配 線 と し て 第 １ メ タ ル 配 線 ４ ０ と 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と を
有 し 、 第 ２ メ タ ル 配 線 ５ ０ と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ と を 電 気 的 に 接 続 す る 場 合 を 例 に 説 明 し た
が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 さ ら に 多 く の 多 層 配 線 を 有 す る 場 合 に 、 メ
タ ル 配 線 と 不 純 物 拡 散 領 域 ８ 、 ま た は メ タ ル 配 線 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る 場 合 に つ い て も
広 く 適 用 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 半 導 体 装 置 は 、 多 層 配 線 を 有 す る 半 導 体 装 置 に 有 用 で あ
り 、 特 に 、 多 層 配 線 が 狭 ピ ッ チ 化 さ れ た 半 導 体 装 置 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 シ リ コ ン 基 板
　 ２ 　 素 子 分 離 酸 化 膜
　 ３ 　 ゲ ー ト 酸 化 膜
　 ４ 　 ポ リ シ リ コ ン か ら 成 る ゲ ー ト 電 極
　 ５ 　 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド （ Ｗ Ｓ ｉ ） か ら 成 る ゲ ー ト 電 極
　 ６ 　 ハ ー ド マ ス ク
　 ７ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル
　 ８ 　 不 純 物 拡 散 領 域
　 ９ 　 層 間 絶 縁 膜
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　 １ ０ 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 １ １ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
　 １ ２ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 １ ３ 　 導 電 膜
　 １ ４ 　 コ ン タ ク ト プ ラ グ
　 １ ５ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 １ ６ 　 導 電 膜
　 １ ７ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 １ ８ 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 １ ９ 　 層 間 絶 縁 膜
　 ２ ０ 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ２ １ 　 ヴ ィ ア ホ ー ル
　 ２ １ ′ 　 ヴ ィ ア ホ ー ル
　 ２ ２ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 ２ ３ 　 導 電 膜
　 ２ ４ 　 ヴ ィ ア プ ラ グ
　 ２ ４ ′ 　 ヴ ィ ア プ ラ グ
　 ２ ５ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 ２ ６ 　 導 電 膜
　 ２ ７ 　 バ リ ア メ タ ル 膜
　 ２ ８ 　 フ ォ ト レ ジ ス ト
　 ３ ０ 　 ゲ ー ト 構 造
　 １ ０ ０ 　 酸 化 膜
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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